
 

ワークショップ（要旨） 

 

【テーマ】 

10 年後の理想的な暮らしに向けての工夫と提案 

 

【目的】 

10 年後の理想的な暮らしや消費とは何か、それに近づくために今、何をすべきか、自分

たちができることはないか等について、ワークショップを通じて皆でアイデアを出し合

い、共有すること。 

また、ワークショップでの話や成果を各自の現場に持ち帰り、今日からできる各自の取

組の一助とするともに、地域や各種団体、企業におけるアイデア出しの手法として活用

してもらいたい。 

 

【ファシリテーター】 

中野 民夫 

（東京工業大学リーダーシップ教育院・ 

リベラルアーツ研究教育院教授） 

  

【参加者】 

民間事業者、消費者団体関係者、行政関係者、学生など全 24 チーム。 

 

【ワークショップ手順】 

○用意するもの 

・えんたくん 

・えんたくん用模造紙 

・サインペン 

 

○ワークショップでの基本ルール 

・積極的に参加すること 

・人の話をよく聞くこと 

・グループワークの側面も意識すること 

 

○ワークショップの進め方 

①自己紹介･最初にお互いの自己紹介を行う。 

(今回は｢自己紹介シート｣活用して実施) 
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②えんたくんでワールドカフェ 

・【ワークその１】消費や暮らしの現状について。 

    消費生活や暮らしの現状、疑問等について 

えんたくんに自由に書き込む 

   

・【ワークその２】理想的な暮らしや消費生活とは。 

 ワークその 1 での課題や疑問を踏まえ、理想の 

暮らし、理想の消費生活とは何かを考える。 

 

  ・【ワークその３】理想的な未来への道 

ワークその１、その２を踏まえ、10年後の 

理想的な暮らしと消費に向けて、各々が 

できること、取り組むこと等について 

考える。 

 

 ③まとめのワーク 

  ・②を踏まえ、各自で Vision2030（個人ワーク 

シート）を作成。 

  ・各自が作成した Vision2030 について、ホーム 

グループ内等で共有。その後、会場後方貼り出 

しを行い、会場全体で共有する。 
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第 1 部での基調講演、第２部でのパネルデ
ィスカッションを踏まえ、10 年後の理想的
な暮らし方や消費とはどういったものなの
か、それに近づくためにはどうしたらいいの
か、何ができるのかなどについて、グループ
ワークを通してそれぞれが「自分事」として
考え、その成果を会場全体で共有しました。 

 

まずは自己紹介 

写真で見る第３部 

会場全体でワークショップ 

 
まずは自分の消費がどこ

からきているのか、そもそも
のルーツを辿ってみること
からスタート。 
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まとめのワーク Vision2030 全員分のワークシートを会場後方の壁に貼り出しました 
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